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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パットリック・グリフィンは、もともと英会話教師として新居浜市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に来た。その後、日本人の女性と結婚し、西条市へ引っ越して３人の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　男の子が生まれた。現在、市内で飲食店を経営している。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私はカナダ人だ。アメリカ人の友達や親せきの話では、カナダ人に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　対するステレオタイプはいつも同じだった。カナダ人は病院代が無料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　で、ビールを飲み、きれい好きで礼儀正しく、たまにはイグルーに住
む人々だ。その中のいくつかは本当だが、多くのステレオタイプは間違いにすぎない。
　日本へ来る前に、自分の日本に対するステレオタイプを考えていた。お酒といえば、日本酒しかないからそ
の味を好きになるほかない。私のアパートはきっと狭いに決まっているので、物を置く場所がないだろう。そ
れから、日本人のように礼儀を重視しなければならないこと。病院や医療はカナダの方がきっと優れているの
で、絶対に体に気をつけないといけないことなど、私はさまざまなステレオタイプを持っていた。
　６年がたって、やっぱりステレオタイプは違ったと思う。日本人はいろいろなお酒が好きで、もしかしたら
カナダ人よりもビールが好きかもしれない。日本はとても住みやすい国だし、最初に住んでいたアパートは、
出身のバンクーバー市よりも安くて広かった。それから、日本の病院や医療費は高いが、妊婦さんや赤ちゃん
に丁寧で、カナダよりも親切なケアをしてくれているかもしれない。
　西条市は素晴らしい所だ。水が本当においしくて、バンクーバー市のように海と山に囲まれているので、地
理的にも似ている。だから、私がまだ日本にいるのは不思議ではない。北アメリカへ行ってみたいと思う方に
バンクーバー市をお勧めする。きっと、ステレオタイプで思っているより、外国は日本と違いはないと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《訳：国際交流員ケイレブ》
※ステレオタイプ：型にはまった態度や、ものの見方　　※イグルー：イヌイットの住居

▲飲食店経営者
　パットリック・
　　　　　グリフィンさん

広報さいじょう　2009　9月号27


